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令和５年度資源循環技術・システム表彰（第49回）
３R先進事例発表会
・・・

資源循環型農業の新たな取組み
～ 『濃縮バイオ液肥』 の製造と利用 ～

開催日
令和 5年10月20日（金）

開催場所
機械振興会館地下2階ホール

発表者: 三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社

国立大学法人九州大学 大学院農学研究院

築上町

・本発表は、2019（令和2）年度より３年間実施した 福岡県リサイクル総合研究事業化センターの支援による共同研究プロジェクト
「濃縮バイオ液肥製造に関する事業化プロジェクト」で得られた成果を含んでいます。

・本発表資料は、３者共同で作成しました。
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資源循環型農業の新たな取組みの概要

事業概要

し尿及び浄化槽汚泥を原料と
して製造している液肥（窒素、
カリウム）の濃縮を行い、農業
利用できる濃縮バイオ液肥を
製造して活用する事業。
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出所：農林水産省HP発表資料

参考：「みどりの食料システム戦略」について
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（１）濃縮バイオ液肥製造に至るまでの経緯と３者の関係

（３）築上町での濃縮バイオ液肥事業の現状と今後の展望

（２）築上町での濃縮バイオ液肥の取組み

本日の発表内容

国立大学九州大学 大学院農学研究院
教授 矢部 光保

三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社
排水処理事業部 担当部⾧ ⾧尾 衛

築上町 産業課 課⾧ 古市 照雄
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（１） 濃縮バイオ液肥製造に至るまでの経緯と３者の関係 （1/3）

築上町（旧椎田町）で液肥事業開始（第１有機液肥製造施設稼働）

九州大学矢部が
「高温好気性発酵による液肥製造施設のLCA分析－築上町の事例－」
の研究報告書を作成（文部科学省科学研究費補助金関連の受託研究）

GHG（温室効果ガス）排出量は 従来のし尿処理と比較して約50%削減との算出結果

築上町第２有機液肥製造施設稼働

築上町が 「JICA 草の根技術協力（地域提案型）」 に参画

築上町が 「JICA 草の根技術協力（地域活性化特別枠）」 に参画

金檀市（中国）における環境教育に基づく豚糞尿液肥利用の耕畜連携支援プロジェクト

都市し尿のバイオマス液肥化による環境改善ならびに農家支援事業

《プロジェクト名称》
※当該事業には九州大学矢部も協力

※当該事業には九州大学矢部も協力
《プロジェクト名称》
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（１） 濃縮バイオ液肥製造に至るまでの経緯と３者の関係 （2/3）

産学官による共同研究プロジェクト開始（～2022（令和4）年度）

《プロジェクト支援団体》 公益財団法人福岡県リサイクル総合研究事業化センター

築上町が液肥濃縮施設を建設

《プロジェクトメンバー》 三菱ケミカルアクア・ソリューションズ㈱、九州大学、築上町 他

九州大学矢部が液肥濃縮に関する特許を取得

九州大学矢部が三菱ケミカルアクア・ソリューションズ㈱に
液肥濃縮の設計に関する技術情報の使用を許諾

築上町が三菱ケミカルアクア・ソリューションズ㈱に液肥濃縮施設設計を委託

・液肥製造量と散布量のバランス
（右図参照）

・液肥の肥料成分濃度が薄い

・現状液肥は施設園芸用には不適
（繊維状懸濁物質を含むため）
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（１） 濃縮バイオ液肥製造に至るまでの経緯と３者の関係 （3/3）

築上町が液肥濃縮施設にて濃縮バイオ液肥の製造を開始

築上町・九州大学が築上町の濃縮バイオ液肥を用いた試験栽培を開始

産学官による共同研究プロジェクト終了

資源循環技術・システム表彰（第49回）に３者で応募

組織名称 役 割

三菱ケミカル
アクア・ソリューションズ㈱ 産 液肥濃縮施設実施設計（築上町より受託）

液肥濃縮の性能評価、事業化検討

国立大学法人九州大学
大学院農学研究院 学 液肥濃縮のシステム提案、事業推進・コーディネート、

技術開発及び栽培指導

築上町 官 液肥事業の事業主体、液肥濃縮施設の設置者
濃縮バイオ液肥の利活用、適用作物への肥料効果確認

本発表内容は2021（令和3）年度以降の取組みが中心となります。
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（２） 築上町での濃縮バイオ液肥の取組み ～築上町の液肥濃縮施設～

液肥濃縮施設（令和3年3月完
成）

築上町有機液肥製造施設の配置図

築上町有機液肥製造施設のフロー
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（２） 築上町での濃縮バイオ液肥の取組み ～液肥濃縮施設内の２つのプロセス～

限外ろ過（Ultrafiltration）膜表面の
超微細な孔により粒子や濁度成分を
除去する分離方法です。
当施設で使用しているUF膜の公称孔径は
0.05μmであり、液肥に含まれる不溶性の
リンの濃縮を行います。

ＵＦ膜分離 について

イオン交換膜で仕切られた槽に直流通電を行い、
液肥に含まれる窒素、カリウム等の濃縮を行い
ます。

電気透析 について

UF膜エレメント
（出所：三菱ケミカル㈱資料） 電気透析槽

（黄色線枠内）
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（２） 築上町での濃縮バイオ液肥の取組み ～肥料成分の濃縮倍率～

通常液肥（左） と 濃縮バイオ液肥（右）
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（２） 築上町での濃縮バイオ液肥の取組み ～通常液肥と濃縮バイオ液肥の比較～

潅水チューブ

ドローン p.13 注１）

（九州大学矢部教授提供）

乗用管理機
水路への
流し込み

散布車

出所）
築上町HP
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（２） 築上町での濃縮バイオ液肥の取組み ～２つの液肥の各種効果の比較～

通常液肥
（濃縮前）

濃縮バイオ液肥
（濃縮後）

◎ ◎

◎ ◎

し尿を浄化する場合と比較して大幅減
濃縮するためのエネルギーは必要だが

液肥を運搬するためのエネルギーは下がる

〇 ◎

・低濃度（窒素 0.1%）、濁質あり
・液肥利用者は低コストで作物を栽培できる
・大面積の土地利用型作物向け

・高濃度（窒素1.7%）、濁質なし
・液肥の質的改善が図られ、条件不利地や施設園芸など 用途が拡がる
・液肥利用者が増加する

《効果の記号の説明》　◎：非常に高い　　〇：高い　　△：改善の余地あり　　✕：なし

廃棄物の減量効果

CO2削減効果

経済効果

し尿・浄化槽汚泥を液肥として利用（資源循環型農業の実践）



13

（２） 築上町での濃縮バイオ液肥の取組み ～試験栽培を行った作物～

（注１）農林水産省農林水産政策研究所連携研究スキームによる研究
「地域資源循環の構築に向けた農業者・消費者・市民の行動変容と政策措置に関するRCT分析－濃縮有機液肥の技術改善がもたらす効果の
検証を事例として－」（令和２〜４年度）（研究代表者 矢部光保）
による栽培試験として実施したものです。

注１）

注１）



14

（３） 築上町での濃縮バイオ液肥事業の現状と今後の展望 ～築上町の紹介～

・ 築上町は九州の北東部に位置

・ 山と海に囲まれた町

・ 人口16,914名（令和5年8月末現在）
出所:築上町HP

通常液肥の散布の様子

築上町では今年度、濃縮バイオ液肥の肥料登録を目指しています。
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（３） 築上町での濃縮バイオ液肥事業の現状と今後の展望 ～資源循環授業～

出所） 2021年(令和3年)10月 築上町広報紙 「広報ちくじょう」

6月 田植体験

7月 出前授業

7月 液肥センター見学

築上町の資源循環授業とは・・・

し尿から液肥を製造し農業利用すること
で、食料と肥料という２つの資源が繋が
り循環すること、自分もその循環の輪の
一部であり、持続可能な社会の形成に
寄与していることを学ぶために、町内の
小学５年生を対象に、2002年
（平成14年）から毎年実施している
築上町独自の授業。
講師は町職員と町内の液肥利用者が
実施。

2023年(令和5年)9月の液肥センター見学では
濃縮バイオ液肥の説明も行いました。
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（３） 築上町での濃縮バイオ液肥事業の現状と今後の展望 ～広報 その１～

出所） 2023年(令和5年)5月
築上町広報紙 「広報ちくじょう」
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（３） 築上町での濃縮バイオ液肥事業の現状と今後の展望 ～広報 その２～

出所） 2023年(令和5年)9月
築上町広報紙 「広報ちくじょう」

2023年(令和5年)7月3日
NHK ニュース（北九州）にて放映

https://www3.nhk.or.jp/lnews/kitakyushu/
20230703/5020013664.html

出所） NHK NEWS WEB
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（３） 築上町での濃縮バイオ液肥事業の現状と今後の展望 ～今後の展望～

出所） 農水省九州農政局HP（一部抜粋）
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ご清聴、誠にありがとうございました。


